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この冬は断続的に雪が降り積もり、多くの方が歩くス

キー・スノーシューを楽しんで行かれました。

さて、3 月に入ると急激に気温が上がり、一気に雪が

解けていきました。こうした時、比較的水温の高い湧

き水や、その通り道になる箇所が優先的に雪解けが進

み、雪原にぽっかりと水面が現れます。そのうちすべ

ての雪が解けるとわからなくなってしまいますが、湿

原にめぐらされた水脈が垣間見られる瞬間です。

雪解けの湿原
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☆☆☆　温根内木道周辺で見られた自然（2/15 ～ 3/14）　☆☆☆

○表紙の写真 上：湿原にできた雪解け跡 　下：歩くスキーを楽しむ人たち
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【カラフトノダイオウ】

タデ科　樺太野大黄

やちまなこから早くも芽吹いてい

ました。楔型の葉が特徴的で、芽

吹きの時は紅色をしています。

【カモ類の足跡】

木道から見下ろせる水辺近くにつ

いていました。木の葉を散らした

ような愛らしい足跡です。「水か

き」があるのもわかります。

【フキノトウ（アキタブキ）】

キク科　秋田蕗

雪の間から顔を出し始めました。

早春の象徴的な植物で、これから

いたる所で見られるように。

【キヌヤナギの花】周辺のヤナギ

類の中で、一番最初に咲きます。

一部区間通行止め
（赤線区間）

ビジターセンター

もうすぐ見られるかも！

【エルタテハ】　タテハチョウ科

ポカポカ陽気の日に、空を舞う姿

がありました。成虫で越冬するタ

イプのチョウの仲間。でもちょっ

と、動き出しが早かったかな？

【サワシバ（冬芽）】

カバノキ科　沢柴

まだ冬芽の状態で春を待っていま

す。鶴居軌道沿いの樹木はそろそ

ろ冬芽がほころび始めます。

2022 年 4 月 14 日撮影
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厳冬期が終わりを迎え、野鳥たちにとっては渡りの時期となりました。温根内周辺ではオオハクチョウの鳴声が聞こえる時が

あります。まだ冬鳥の姿も見られ、色々な種類の野鳥が観察できるようになってきています。

チャミダレアミタケをかじるエゾシカとその食痕

※温根内木道周辺の植物を折ったり持ち帰ったりしないようお願いします。また、木道から降りて写真を撮ることは

　おやめください。皆様が気持ちよく散策・観察できるようご理解とご協力をお願いします。

○温根内木道周辺で観察された鳥（2/15 ～ 3/14）

☆☆☆　温根内木道周辺で見られた野鳥（2/15 ～ 3/14）　☆☆☆

【オオワシ】　冬鳥

タカ科　大鷲

国内最大級の猛禽類。いつ見ても

迫力があります。彼らもそろそろ

繁殖地へと旅立っていきます。

【ハシブトガラ】 　留鳥

シジュウカラ科　嘴太雀

優しい囀りが聞こえています。普

通に見かけますが、国内では北海

道でのみ見られる種です。

【オジロワシ】　冬鳥・留鳥

タカ科　尾白鷲

尾や嘴の大きさなど、オオワシと

区別できるポイントがいくつかあ

ります。写真の個体は亜成鳥。

鳥（和名は日本鳥類目録第 7 版の順） 7 ノスリ 14 モズ 21 エナガ

1 オオハクチョウ 8 ケアシノスリ 15 ハシボソガラス 22 ゴジュウカラ

2 マガモ 9 コゲラ 16 ハシブトガラス 23 キバシリ

3 タンチョウ 10 オオアカゲラ 17 ハシブトガラ 24 ツグミ

4 トビ 11 アカゲラ 18 ヒガラ 25 カワラヒワ

5 オジロワシ 12 クマゲラ 19 シジュウカラ 26 マヒワ

6 オオワシ 13 ヤマゲラ 20 ヒヨドリ

☆☆☆☆　今年度を振り返って　指導員が感じたこの 1 年　☆☆☆☆
季節は少しずつ春に向かい、本州からは桜の便りも届く

頃。そして新年度がやって来ます。ここで、この 1 年

間を指導員からの視点で振り返ってみたいと思います。

①新型コロナ対策 徐々に緩和の方向へ

今年度は新型コロナに関連した臨時休館等はなく、年間

行事もほぼ通常通りに行うことができました。当セン

ターを訪れた来館者数は、コロナ以前の 8 割程度まで

戻って来ました。ただ、小学校の児童の感染者は昨年度

よりも多かったようで、先生方からは学級閉鎖のお話も

いくつか耳にしました。現在、全国的に感染対策が緩和

される方向に進んでいますが、これからも注視する必要

はあるかと思います。

②とにかく多い エゾシカ…

本誌でも何度も取り上げていますが、この 1 年は以前

にも増して、エゾシカを見かける頻度、その数ともに

多い印象でした。最近、驚いたことがひとつあります。

湿原内でハンノキの樹皮をかじっているエゾシカがい

ました。後で写真をよく見てみると、何と、かじって

いたのは樹皮ではなく、ハンノキによく生える硬いキノ

コ、チャミダレアミタケだったのです。「これも食べる

の？」と思わず声に出してしまいました。現地でよく確

認すると、ハンノキにはこのキノコがかじり取られた食

痕がたくさん残っているのに気づきました。

③歩くスキー・スノーシュー 大盛況！

順調に雪の積もったこの冬は、歩くスキー・スノーシュー

をレンタルされる方がとても多かったです。コロナから

の開放感もあってか、皆さんとても楽しんでおられまし

た。来年度もぜひお楽しみください。

（温根内 VC 指導員　藤原伸也）

絶滅危惧Ⅱ類（VU） 絶滅危惧Ⅱ類（VU）
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　　　　　　　 ：

開館時間：9：00 ～ 16：00（4 月～ 10 月は 17：00 まで）

休館日：毎週火曜日（12/29 ～ 1/3 は休館）　入館無料
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温根内ビジターセンター  フェイスブック

☆☆☆☆☆ 自然ふれあい行事　2023 年度の予定 ☆☆☆☆☆

【早朝バードウォッチング】

21 日（日）8：00 ～ 10：00

鳥の活動が活発な早朝、釧路湿原とその周

辺に集まり始めた夏鳥を探します。

【ラムサール条約釧路会議 30 周年記念
初夏の花を見に行こう】
4 日（日）10：00 ～ 12：00
花の季節到来！湿原を演出する可憐な花や目
立たないスゲの花などを観察します。

【夏の樹木を見に行こう】
2 日（日）10：00 ～ 12：00
緑あふれる夏。草木はどうやって花や実を
つけ、次世代へとつないでいくのでしょうか。

【ホタルの週末】
21日（金）～ 23 日（日）18：30 ～ 21：00
釧路湿原に棲むヘイケボタル。そのふしぎな生態
を学び、生息環境と光る姿を見に行きましょう。

8 月

【夏休み ! 外来植物を探そう】
6 日（日）10：00 ～ 12：00
夏休み特別企画第 1 弾。温根内周辺の外来
植物を観察し、その環境について考えます。

【ザリガニウォッチング２～二ホンザリガニ編～】
1 日（日）10：00 ～ 12：00
釧路湿原に棲む絶滅危惧種二ホンザリガニ
の生態を学び、生息環境を観察します。

10 月

【初冬の植物を見に行こう】
12 日（日）10：00 ～ 12：00
本格的な冬を前に、植物がどのように冬を越す
準備をしているのか観察します。

【クリスマスリースを作ろう】
26 日（日）13：00 ～ 15：00
クリスマスを前に、自然の素材を使ってオ
リジナルリースを作りましょう。

11 月

【秋の紅葉を見に行こう】

15日（日）10：00 ～12：00

紅葉の季節。鶴居軌道跡の樹木を中心に色

づいた木々や実を見つけてみましょう。

12 月

【湿原アニマルトラッキング】
14 日（日）10：00 ～ 12：00
雪上に残る動物の痕跡から、冬の湿原には
どんな動物が暮らしているのか考えます。

２月

1 月

3 月

【湿原の裏山でスノーシューハイク】
11 日（日）10：00 ～ 12：00
残雪の裏山をスノーシューで歩き、雪解け
を待つ植物などを観察します。

【ラムサール条約釧路会議 30 周年記念
温根内の歴史を探訪しよう】
17 日（日）10：00 ～ 12：00
過去の写真などから、温根内周辺の現在ま
での歩みを紐解きます。

【湿原の「かたち」を見て歩こう】
3日（日）10：00 ～12：00
花や葉が枯れ落ち、遠くまで見渡せるこの時期。普段注
目しない湿原周辺の「かたち」にスポットを当てます。

4 月

5 月

6 月

7 月

【春の足音を聴きに行こう】
9 日（日）10：00 ～ 12：00
釧路湿原の環境や生態系を中心に学びながら早春の木道
を歩きます。現在、参加者受付中！（0154-65-2323）

【夏休み ! ザリガニウォッチング ～ウチダザリガニ編～】
20 日（日）10：00 ～ 12：00
夏休み特別企画第 2 弾。特定外来生物のウチダザリガニ
を捕獲し、外来種の脅威と湿原への影響を学びましょう。

9 月

【アイヌの自然観 ～植物編～】

3 日（日）10：00 ～ 12：00

アイヌ民族が利用した春の植物を観察しなが

ら、彼らの知恵を学びます。

～開館時間が変わります～

4 月から、ビジターセンターの開館

時 間 が 変 わ り ま す。 夏 季（4/1 ～

10/31）の開館時間は、9:00 から

17:00 までとなります。

また現在工事中の木道も、もうすぐ開

通する予定です。Facebook 等で最

新情報をご確認ください。


